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么警告安をのために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されていま 
す。しかし、電気製品はすべて、まちびった使し、か 
たをすると、火災和感電などにより人身事故になる 
ことびあり危険です。事故を防ぐために次のことを 
必ずお守0< ださい。 



安全のためのミ主意事項を守る 


この r 安全のために」のミ主意事項をよ < お読み < ださ 
し、。 


定期的に点検する 


1年に一度は、ほこりびたまっていないか、故障し 
たまま使用していないか、などを点検してくださ 
し、。 


故廣した6使わない 


動作びおかしくなったり、破損しているのに気づい 
たら 、すぐにお買い上げ店またはソニーの修理相談 
窓□に修理をご依頼 < ださい。 


万一、異常び起さた6 


変な音•におい 
がした5、煙び 
出た!5 



〇電源を切る 

今© AC パワーアダプターを 
コンセントか5抜く 

e お買い上げ店またはソ 
二一の修理相談窓□に 
修理を依頼ずる 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、巧 
のよラな表示をしています。表 
示の内容をよく理解してから本 
文をお読みください。 


內 V 危陵！ 

この表をのを意事項を守らない 
と、火災•感電•漏液•発熱•破裂 
などにより死亡や大けびなどの 
人身事故び生じます。 


A 警告 

この表示の注意事項を守らない 
と、火災•発熱•発火•感電などに 
よ0死 t や大けびなど人身事故 
の原因とな0ます。 


[ A 注后」 

この表示の注意事項を守らない 
と、漏液•破裂•発熱•発火•感電 
などによ0やけどやけびをした 
0周辺の家財に損害を与えたり 
することびあります。 


ま意を促ず記号 

A\ 

义災 _ 感電 

行為を禁止ずる記号 

0 (D 

禁止 接触禁止 

® (§) 

分解禁止 めれ手禁止 

行為を指示ずる記号 

〇這 

指示 プラグをコン 
セントから抜く 
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A 危険 

^ 火災 > 感電 


下記のま意事項を守5ないと 

义災•感電•巧熱•巧义に 

より 巧亡 や 大け方 i の原因と 
なります。 


指定於がの AC パワーアダプターを使わない 

本機を使用するとき、またはへッドホンを充電するときは、必ず指定 
の AC パワー アダプターを使用してください。 

破裂や電池の液漏れ、過熱などにより、火災やけび、周固の汚損の原 
因とな0ます。 

火の中に入れない 


0 

禁止 


0 

禁止 


分解しない 

故障和感電の原因とな0ます。内部の点検およ 
び修理はソニーの相談窓 □ (裏表紙)またはお買 
い上げ店、ソニーの修理相談窓□にご依頼<だ 
さい。 



分解禁止 


乂のそばや炎天下などで充電したり放置しない 


0 

禁止 


警告 A A 

/ • \ ■ 火災 感電 


下記の注意を守5なぃと 、 JAJ 
災•発熱•巧义•感電にょ 
り やけど や 大け方 S の原因と 
なります。 


道路交通法に従ってを全運転ずる 
運転者は道路交通法に従う義務があります。前 
ちま意をおこたるなど、安全運転に反ずる行為 
は違法であ0、事故やけびの原因とな D まず。 


• 運転中は本機を使用しない。 

• 運転中似外でち、踏切や駅のホーム、車の通る道、工事現場など、周囲の音 
び聞こえないと危険な場所ではへッドホンを使わないでください。 



3 






警告 


瓜 A\ 

义災 感電 


下記の注意を守5なぃと、ジ^ 

災•発熱•巧义•感電にょ 

り やけど や 大け方 S の原因と 
なります。 


内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因となりま 
す。万一、水や異物び入ったときは、すぐに使用 
を中止し、 AC パワーアダプターをコンセントか 
6掠いて、お買い上げ店またはソニーの修理相 
談窓□にご相談ください。 



0 

禁止 


この製品を海がで使用しない 

AC パワーアダプターは、日本国内専用です。 
交流1日〇 V の電源でお使い<ださい。海外など 
で、異なる電源電圧で使用すると、义災•感電 
の原因となります。 



〇 

指示 


雷び鳴りだした S 、 AC パワーアダブ 
ターに 触れない 

感電の原因となります。 



A 注思 


下記のを意を守5ないと、 I ナ占 1 をしたり周辺 
の家財に損害を与えたりずることがありま 
ず。 


めれた手で AC パワーアダプターをさわ 
5ない 

感電の原因となることびあります。 



(§) 

めれ手禁止 
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A ミち意 


下記の注意を守5ないと、 I ナ万 1 をしたり周辺 
の家財に損害を与えたりすることがありま 
す。 


大音量で長時間続けて聞きずぎない 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時間続けて 
間くと、聴力に悪い影響を与えることびありま 
す。呼びかけられて返事びでさる<らいの音量 
で聞さましよラ。 

はじめか S ボリュームを上げずぎない 

突然大さな音が出て耳をいためることびあります。ボ U ュームは徐々 
に上げましよラ。 

特に、 CD や DMP 機器など、雑音の少ないデジタル機器を聞くときに 
はご注意ください。 

通電中の AC パワーアダプターに長時間ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、お温やけどの原因となるこ 
とびおります。 



0 

禁止 


0 

禁止 


0 


本体や AC パワーアダプターを巧団など 
でおおつた状態で使わない 

熱びこちってケースび変形したり、火災の原因 
となることびあります。 



0 


かゆみなど違和感びあった6使わない 

使用中、肌にをわないと感じたとさは使用を中止して医師またはお買 
い上げ店、ソニーの修理相談窓□にご相談<ださい。 


0 


長時間使用しないときは AC パワーアダプターを巧く 

長時間使用しないとさは、安全のため AC パワーアダプターをコンセン 
卜から抜いてください。 


€ 

プラグをコン 
セントから抜く 


お手入れの際 、 AC パワーアダプターを巧く 

AC パワーアダプターを差し込んだままお手入れをすると、感電の原因 
となることびあります。 


處 

フラグをコン 
セントから抜く 


本機は、国内専用でず 

海外では国によって電波使用制限びあるため、本磯を使用した場を、 
罰せられることびありまず。 


〇 

指 
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電池についてのまを上のごミち意 
液漏れ•破裂•発熱•発义•誤软 にょる 大けが ゃ 

を避けるため、下記のま意事項をがずお守り <ださい。 


区 K お晩巧電式電池び液漏れしたとき 

充電式電池の液が漏れたときは素手で液をさわらない 

液び本体内部に残ることびあるため、ソニーの相談窓□(裏表紙)またはソニー 
の修理相談窓□にご相談<ださい。 

液び目に入ったとさは、失明の原因になることびあるので目をこすらず、すぐ 
に水道水などのされいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を受けて<ださい。 
液び身体やを服についたとさち、やけどやけびの原因になるので、すぐにをれ 
いな水で洗い流し、皮膚に炎症やけびの症状びあるとさには医師に相談して< 
ださい。 


区\危晩巧電式電池について 

• 指定された AC パワーアダプターし U がで充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• 火のそばや直射曰光のあたるところ•炎天下の車中など、高温の場所で使巧- 
保管しない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり傷つけた0しない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

曰本国巧での巧電式電池の廃棄について 

充電式電池の回収 • U サイクルおよび U サイクル協力店につ 
いては 

一般社団法人」 BRC ホームページ 
http://wwwjbrc.net/hp/contents/index.html 
を参照してください。 


鎮 

Li-ion 
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商標について 


• VirtualphonesTechnology はソ 
ニー株式尝社の商標または、登録 
商標です。 

• 本機はドルビー*デジタルデコー 
ダーおよびドルビープ□□ジック 
( Ex ' nz)、Dolby Digital 
Plus、DolbyTrueHD デコーダー、 
MPEG -2 AAC (1_ C ) デコーダー、 
DTS **( DTS - ES および DTS 96/24) 
デコーダー、 DTS-HD デコーダー 
を搭載しています。 

• 本機は、 High-Definition 
Multimedia InterfaceCHDMI ®) 
ほ術を搭載しています。 

HDMI、HDMI □ユ 械 
Hiah-Derinition Multimedia 
Interface は 、 HDMI Licensing 
LLC の商標わしくは米国およびそ 
のイ也の国における登録商標です。 

• "ブラビア I 」ンク"および " BRAVIA 
Link " 〇づ‘はソニー株式尝社の登録 
商標です。 

• " x . v . Color " および‘‘ x . v . Color " □コ' 
は、ソニー株式尝社の商標です。 

• "プレイステーション®—は株式尝 
社ソニー•コンピュータエンタテイ 
ンメントの登録商標です。 

* ドルビーラボラト U —ズからの実施権 
に基づき製造されています。 

Dolby、 ドルビー、 Pro Logic、 
Surround EX. AACDII 及びダブル D 
記号はドルビーラボラト U —ズの商標 
です。 


米国特許番号5,451,942; 5,956,674; 
5,974,380; 5,978762; 6,226,616; 
6,487,535; 7,212,872; 7,333,929; 
7,392,195; 7,272,567、その他米国およ 
び米国がで特許申請中の実施権に基づ 
を製造されています。 

DTS は登録商標です。また DTSQ：! 
シンボル、 DTS-HD および DTS-HD 
Master Audio は DTS 社の商標です。 

贷 DTS, Inc All Rights Reserved. 
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田|/む(電源)スイッチ 

(26 ページ） 

图 INPUT ボタン 

(26 ページ） 

图 EFFECT ボタン 

(29、33ページ） 

团 MATRIX ボタン 

(34 ページ） 

固 COMPRESSION ボタン 

(35 ページ） 

圓 A/V sync ボタン 

G 6 ページ） 

回1/む懼源)ランプ 

(26 ページ） 


图 INPUT ランプ 

(26 ページ） 

センター エーブイシンクエルエフイー 

图 CENTER / A/V sync/LFE 
LEVEL ランプ 

(36、37ページ） 

画 DECODE MODE ランプ 

(27、32ページ） 

回 EFFECT ランプ 

(29、33ページ） 

回 MATRIX ランプ 

(34 ページ） 

画 COMPRESSION ランプ 

(35 ページ） 
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プロセッサーを面/ 




占 も 团性 もも 



田 HDMIIN1/2/3 端子 

HDMI 入力端子です。 

り5ページ） 

Iイチディ—Iムアイアウトテレビ 

回 HDMIOUT 订 V )端モ 

HDMI 出力端テです。 ARC はーディ 
オリターンチヤンネル）に対応して 
います。 

(14、15ページ） 

回 OPTIN/OUTCTHROUGH) 
端子 

光デジタル音声入力/出力端テで 
す。 

(21、23ページ） 


团 


アツテネータ ー 

ATT スイッチ 


(22 ぺージ) 


固 UNEIN(L/R ) 端子 


アナ□グ音声入力端テです。 


(21、24ぺージ) 


固電源 DC IN 12 \/端子 

り7ページ） 

囚 RF CHANNEL AUTO/MANUAL 
スイッチ 

(25 ページ） 

画 RF CHANNEL 1/2/3 スイッチ 

(25 ぺージ） 

コント□-ルIイチデイ-1ムアイ 

回 CTRL HDMI スイッチ 

(13 ページ） 

m DISPLAY スイッチ 

(38 ページ） 

回 ID SET ボタン 

(40 ページ） 








へツ ドホン 



(3 

、DC IN 6V— PROCESSOR (f 

J みを々 POWER ん 1 

^ CHGf 


a E 

1 03 


田 POWER ランプ 

(12、28ページ） 

图 VOL つまみ 

(28 ページ） 

图 EFFECT/ID SET ボタン 

(37、4日ページ） 

团 INPUT ボタン 

饼ページ） 

固 CENT — ER / LFE — LEVEL ボタン 

(37 ページ） 


圓ィャーパッド(ち） 

(41 ページ） 

团フリーアジャストバンド 

(12、28ページ） 

图イヤーパッド(出 

(41 ページ） 

图電源 DC IN 6 V 端子 

(11 ページ） 

画 PROCESSOR P 0\/\7 eR ボタン 

(37 ページ） 

回 chTg ランプ 

(11 ページ） 
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準協 












へツドホンを巧電する 


本システムのへッドホンは U チウムイオン充電式電池を内蔵しています。充電 
してか5お使いください。 

1 付属の AC パワーアダプターをへッドホンと電源コンセントにつなぐ。 

へッドホンの CHG ランプび点灯して、充電び始ま0ます。 

2 CHG ランプが消归した目、 AC パワーアダプターをはずす。 

つないだままではへッドホンから音び出ません。 


へツ ドホン 



DC IN 6V 端子へ 電源コンセントへ 



ごま意 

• 充電は5む〜35での環境で行ってください。この範囲を超えると CHG ランプび点滅し、 
充電でをないことびあります。 

• 本機の電源び入っているとをに充電を開始すると、本機の電源は自動的に切れます。 

• 充電中に本機の電源を入れることはでをません。 


巧電時間の目まと持続時間 

充電時間 

持続時間 W 

約3時間*^ 2 

約18時間 

約30分 W 

約3時間 W 


1 kHz,! mW+1 mW 出力時 

電池残量びない状態から、満巧電するのにかかる時間 

周囲の温度や使用状態により、上記の持続時間と異なる場合びあります。 

電池残量びない状態からの時間 


mm 
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巧電式電池の残量を確認ずる 

フリーアジャストバンドを引き、ちへッドホンの POWER ランプび緑色に点丹 
すれば使用でをます。 POWER ランプび点灯しないときや、ランプび暗かった 
り、音び途切れたりするとをは、充電して<ださい。 



ごミ主意 

• 長い間使わなかったとさは、充電式電池の持続時間び短くなることびあります。何回か 
充放電を繰り返すと、充分に充電でさるよラになります。 

•] 年上の長期にわたってな存する場合は、過放電防止のため、年1回程度の充電を行っ 
て < ださい。 

• 充電式電池の持続時間び通常の半分ぐらいに低下した場合は、充電式電池の寿命と考え 
られます。充電式電池の交換については、お近くのソニーの修理相談窓□にご相談くだ 
さい。 
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HDMI 機器制御機能（"ブラビアリンク"）に対応しているテレビなどの製品と本 
機を HDMI ケーブルでつなぐと、電源の入/切や入力切換など、自動で機器間 
の連動操作びでをます。詳しくは、 「 HDMI 機器を便利に使ラ」 （31 ページ)をご 
覽< ださい。 

HDMI 機器を有効に使うには、機器や使用目的にあわせて、本機と正しく接続- 
設定する必要びあります。下をお読みになり、ご自分の環境に適した方法で 
つないでください。 


1 .CTRL HDMI スイッチを切り換える 

つなぐ機器の種類や HDMI 機器制御をするかどラかにあわせて設定します。プ 
□セッサーに AC パワーアダプターをつなぐ前に切り換えてください。 

ごま意 

AC パワーアダプターをつないでか 6CTRL HDMI スイッチを切り換えたときは、 AC パワー 
アダプターを一度损いて、5颗待ってから再びつないでください。 



CTRL HDMI 
スイッチの位置 

本機の HDMI 機器制御のはたらをと適した接続機器 

M 0 DE 1 
(出荷時の 
設定） 

本機の HDMI 機器制御を最ち有効にします。 HDMI 機器制御対 
応の AV アンプ(シアターラック）をつなびない場合に選んでく 
ださい。 

M 0 DE 2 

本機の HDMI 機器制御を有効にします(一部制限あり、31ペー 
ジ)。 HDMI セレクターとして働きます。 HDMI 機器制御対応 
の AV アンプ(シアターラック）と本機をつなぐ場合に選んでく 
ださし、。 

OFF 

本機の HDMI 機器制御は動作しません。 











2 •機器をつなぐ 

お使いの機器にあわせて、接続例1〜3の中から選んでください。 

本機と一緒に HDMI 機器制御対応の AV アンプ(シアターラック）を 
お使いですか？ 


ARC 巧応テレビの音青を楽しむには 

本機は ARC (オーディオ U ターンチャンネル）に対応しています。 ARC とは音声 
信号の双方向伝達機能で、 AV 機器か5テレビへ出力する音声•映像信号と、逆 
にテレビか 5 AV 機器へ入力される音声信号とを1本の HDMI ケーブルで伝送す 
る機能です。対応機器どラしな5、 HDMI ケーブル1本のみでつないだテレビ 
の音声を、本機や AV アンプ(シアターラック）などで聞くことびできます。 

ARC 対応の HDMI 端テには 「 ARC 」 と記載されています。 

ARC 対応のテレビをお使いの場合、本機で機能を有効にするには下記の接続例 
1の方法でつないでください。 ARC 対応 AV アンプをお使いの場合は、接続例2 
の方法でつないでください （16 ページ)。 

巧続例1(推奨） 



テレビ MDR-DS 7500 接続機器の順につなぐ 

プロセッサー 

本機の HDMI 機器制御び最わ有効にはたらく接続方まです。 

CTRL HDMI スイッチび 「 MODEI 」 になっているかあ日かじめ確認してください 
(13 ページ)。 HDMI 機器制御を無効にする場合は OFF に切り換えてください。 

ご ミ 主意 

AC パワーアダプターをつないでから CTRL HDMI スイッチを切り換えたときは、 AC パワー 
アダプターを一度损いて、5秒待ってから再びつないでください。 
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i いいを 



はい i 

接続例2(推奨） （16 ページ) 
接続例3 (18 ページ） 








使用ずるケープル 

0— HDMI ケーブル相 I 」売） 

ュ光デジタル接続ケーブル （1 本付属) 



をヒント 

• ARC 対応のテレビの音声を本機で楽しむには 

- 「ARC」 と表記されているテレビの HDMI 入力端子とプ□セツサーの HDMI OUT (TV) 端 
テを HDMI ケーブルでつなぐ。（上図の因） 

光デジタル接続ケープル(上図の回）は必要ありません。 

• ARC 非対応のテレビの音声を本機で楽しむには 

-テレビの HDMI 入力端モとプ□セツサーの HDMI OUT (TV) 端子を HDMI ケープルでつ 
なぐ。（上図の曰） 

-テレビの光デジタル音声出力端子と、プ□セツサーの OPT IN 端テを光デジタル接続 
ケープルでつなぐ。（上図の回） 


じ 欠のページへつづぐ） 
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接続例2(巧契) 



テレビ AV アンプ MDR-DS 7500 接続機器の順につなぐ 

(シアターラック）プロセッサー 

テレビと本機のあいだに AV アンプをつなぐ方まです。 AV アンプを除いて、本 
機で音声を聞きたい HDMI 機器(ブルーレイディスクプレーヤーなど)び、合計 
3台し分下の場合におすすめの接続方法です。 

CTRL HDMI スイッチび rMODE 2」 になっているかあ日かじめ確認してください 
(13 ページ)。 HDMI 機器制御を無効にする場合は OFF に切り換えてください。 
ごま意 

• AC パワーアダプターをつないでから CTRL HDMI スイッチを切り換えたときは、 AC パ 
ワーアダプターを一度损いて、5砂待ってから再びつないで<ださい。 

• CTRL HDMI スイッチの rM0DE2」 は ARa こ対応しておりません。本機でテレビの音声を 
聞<とさは、 ARC 対応テレビであってち、光デジタル接続ケーブルで本機とテレビをつ 
ないで < ださい。 

使用ずるケーブ J レ 

HDMI ケーブル(別売） 

光デジタル接続ケーブル (1 本付属） 
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ブルーレイディスク/ 

DVD プレーヤー/ダーム機器など 
HDMI 出力端子のある機器 


をヒント 

お使いの AV アンプとテレビび ARC に対応している場合は、本機と AV アンプを光デジタル 
接続ケープルでつなぐ必要はありません。 


(なのぺージへつづぐ） 
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巧続例 3 



テレビ 


MDR-DS 7500 AV アンプ 接続機器の順につなぐ 

プ□セ ツサー （シアターラック） 


再生機器と本機とのあいだに AV アンプをつなぐ方まです。 

HDMI 伝送では、信号を受信する側の機器び対応可能な映像/音声フォーマッ 
卜を示して、送信側びそれに応じたフォーマットで伝送する仕組みのため、こ 
の場合は AV アンプび対応巧能な音声フォーマットのみび本機に伝送されます。 
そのため、本機で対応巧能な種類よりち音声フォーマットび制限される可能性 
びあります。本機の能力を最大限発揮でをなくなることびありますのでごを意 
<ださい。 


CTRL HDMI スイッチび rMODE 2」 になっているかあ日かじめ確認してください 
(13 ページ)。 HDMI 機器制御を無効にする場合は OFF に切り換えてください。 

ごミ主意 

• AC パワーアダプターをつないでから CTRL HDMI スイッチを切り換えたときは、 AC パ 
ワーアダプターを一度损いて、5砂待ってから再びつないで<ださい。 

• CTRL HDMI スイッチの rM0DE2」 は ARa こ対応しておりません。本機でテレビの音声を 
聞<とさは、 ARC 対応テレビであってち、光デジタル接続ケーブルで本機とテレビをつ 
ないで < ださい。 

使用ずるケーブ J レ 

03~ ti ~~〇] HDMI ケーブル(別売） 

光デジタル接続ケーブル (1 本付属） 
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■部通 





ブルーレイディスク/ AV アンプ（シアターラック） 

DVD プレーヤー/ゲーム機器など 
HDMI 出力端子のある機器 

ごま意 

• 本機で視聴できる音声フオーマットは、お使いの AV アンプの性能に影響されます。 

• AV アンプから音声信号び出力されるよラになっているか、あらかじめ設定を確認してく 
ださい。 











HDMI 機器の接続に関ずるご注意 

• High Speed HDMI ケーブルをご利用くださし 、 Standard HDMI ケーブルの 
場合、108 Op や Deep Color 、3 D の映像び正しく表示できない場合びありま 
す。 

• 認証を受けた HDMI ケーブルまたはソニー製の HDMI ケーブルをおすすめし 
ます。 

• HDMI ケーブルでつないだ機器の映像びきれいに映5なかったり、音び出な 
いとをは、接続機器側の設定を確認して<ださい。 

• HDMI 端テからの音声信号(サンプリング周波数、ビット長など)は、接続機 
器により制限されることびあります。 

• 接続機器か5の音声出力信号のチャンネル数やサンプ U ング周波数び切り換 
え5れた場合、音声び途切れることびあります。 

• 接続機器び著作権保護技術 ( HDCP ) に対応していないために、本機の HDMI 
OUT ( TV ) 端子の映像や音声び乱れたり再生でさないことびあ0ます。この 
よラな場合は、接続機器の仕様を確認してください。 

• HDMI - DVI 変換ケーブルの使用はおすすめしません。 

• 本機の入力を HDMI 料外に切り換えてわ 、 HDMI IN 端子につないだ機器の映 
極び HDMI OUT ( TV ) 端子か5出力されます。 

• 本機は Deep Color 、" x . v . Color " および 3 D 伝送に対応してしほす。 

• 3 D 映像を楽しむには、 3 D 表示に対応したテレビおよび映像機器(ブルーレイ 
ディスクプレーヤー、"プレイステーション 3" など）と本機を HDMI ケーブル 
でつなざ、 3 D メガネを装着したラえで、 3 D 対応のブルーレイディスクなど 
を再生して < ださい。 



CD プレーヤーなど#光デジタル出力端子のある機器は、光デジタル接続ケーブ 
ルを使ってプ□セツサーにつないでください。 

また、ビデオデッキやテレビなどのアナ□グ機器の場合は、別売りのオーディ 
才巧接続コードを使ってプ□セッサーにつないでください。 

* パソコンの光デジタル出力端子への接続は動作な話いたしません。 

を ヒント 

プ□セッヴーの OPTOUT ( THROUGH ) 端モにお手持ちの AV アンプなどをつなぐと 、 OPT 
IN 端モにつないだ機器から入力された信号を、プ□セッヴーを通じてそのまま AV アンプな 
どに出力で去ます(光パススルー機能)。 

使用するケープル 

ュ光デジタル接続ケーブル （1 本付属） 

罰バ S 才ーディオ用接続コード(別売） 



CD プレーヤーなど光デジ AV アンプなど光デジタル ビデオデッキ/テレビなどの 

タル出力端子のある機器 入力端子のある機器 アナ□グ機器 

じ欠のぺージへつづぐ) 

21 









アナログ機器の音青びかをいとをは 

プ□セツヴー後面にある ATT スイッチを rOdB 」 に切り換えてお使いください。 



位置 

接続している機器 

OdB 

テレビやポータブル機器など、出カレベルの低いもの 

-8 dB (出荷時の設定） 

その他の機器 

ごま意 


• ATT スイッチは、必ず音量を下げてから切り換えてください。 

. アナログ機器の音声びひずむ(と同時にノイズび発生する）とさは、 ATT スイッチを 
r -8 dB 」 に切り換えてください。 
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■部通 






接続に関ずるご注意 

OPT 端子につなぐときは 

• 光デジタル接続ケーブルは非常に精密に作5れています。プラグを抜さ差し 
するとをは T 寧にお取0扱い <ださし、。 

• プ□セッヴーの OPT IN 端モにつないだ機器側で光デジタル出力の設定び必 
要な場合びあります。接続機器の取扱説明書をご覧<ださい。 

• プ□セッサーに AC パワーアダプターをつなびないと、 OPT OUT ( THROUGH ) 
端テか5信号は出力されません。 

巧 S ニデジタル出力端子の機器をつなぐ場合は 

ポータブル機器などの光 S ニデジタル出力端子か 50 PT IN 端テへつなぐ場合 

は、別売りの接続コード P 0 C -5 AB (光ミニプラグ^光角型プラグ)などをお使 

い < ださい。 

複数の巧デジタル機器をつなぐ場合は 

別売りの光デジタルセレクター SB - RX 100 P (入力4系統、出力3系統)をお使い 

<ださい。 

光デジタル接続ケープルの取り扱いについて 

• 光デジタル接続ケーブルには落下物など 
による衝擊を与えないでください。 

• 光デジタル接続ケーブルの抜さ差しは、 

プラグを持って、 T 寧に行ってくださ 
い。 

• 光デジタル接続ケーブルの先端びミちれる 
と性能び低下しますので、ミちさないよラ 
にして < ださい。 

•保管の際は、プラグ先端にキャップを付 
けて、光デジタル接続ケーブルを巧0曲 
げすざないよラにして < ださい。 



じ 欠のページへつづぐ） 
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LINE IN 端子にステレオミニジャックの機器をつなぐときは 

へッ ドホン端子などのステレオミニジャックからプ n セッサーの LINE IN (17 R ) 
端テへつなぐ場合は、別売りの才ーデイオ用接続コード RK - G 129( ステレオミ 
ニプラグ^ピンプラグ X 2) などをお使いください。 



この場合、接続機器のボ U ュームを中ぐらいにしてお使いください。接続機器 
のボリュームび低く設定されていると、ノイズび発生することびあります。 
その他の別売りオーディオ用接続コードについては、「主な仕様:推奨アクセサ 
U-J (52 ページ)をご覧ください。 



周波数チヤンネルを設定する 


本システムは、 2.4 GHz 帯の無線周波数に含まれる3つのチヤンネルのなかか 
5、いずれかを使用します 。 RF CHANNEL AUTO / MANUAL スイッチと RF 
CHANNEL 1/2/3スイッチで、使用する周波数チャンネルの設定を切り換えて 
<ださい。 



RF CHANNEL AUTO/MANUAL 
スイッチの位置 

使用する周液数チャンネル 

AUTO (出荷時の設定） 

最適なチャンネルを自動的に検出します 。 RF 
CHANNEL ]/2/3スイッチの位圍ま、動作に影響し 
ません。 

MANUAL 

RF CHANNEL 1/2/3スイッチで切り換えたチャン 
ネル （1/2/3) に固定します。 

をヒント 

音切れするなど通信び不安定な場合は、 

スイッチを AUTO ではなく MANUAL に切り換え 


て、1/2/3スイッチを動かして適切なチヤンネルを探してくださし、。 


■球通 
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忠操作 


接続機器の音青を聞< 


操作の前に、必ず 「 HDMI 端テのある機器をつなぐ」または 「 HDMI 端子のない機 
器をつなぐ」（13、21ページ)をご覧のラえ、正しくつないでください。 

HDMI 機器制御に対応した機器な5、下記よりさ5に簡単な手順でお使いにな 
れます。詳しくは 「 HDMI 機器を便利に使う」 （31 ぺージ)をご覧ください。 

1.機器の電源を入れる 

〇プ□セッヴーの1/の(電源)スイッチを押して電源を入れる。 

©音靑を聞さたい機器の電源を入れる。また、映像を見るときや、テレビの音 
靑を聞くとさはテレビの電源も入れる。 

プ□セ ツサー 接続機器 



テレビ 


2. プロセッサーとテレビの入力を切日換える 

〇プ□セッヴーの INPUT ボタンを繰0返し押して、音声を聞をたい機器をつな 
いだ入力を選ぶ。 

©テレビをつないでいる場合は、テレビの入力を本機に切り換える。 

プ□セツサー 接続機器 




テレビ 


* プ□セッサーの CTRL HDMI スイッチび rM 0 DE 2」 または 「 OFF 」 のときは選べません。 
** LINE IN ( L / R ) 端子へつないだ機器に切り換わります。 
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テレビの音青を聞くとさのごま意 

• お使いのテレビび ARC 対応の場合は、本機の入力を rrv 」 に切り換えてください。 

• ARC に対応していないテレビの場合は、光デジタル接続ケーブルでプ□セツサーとテレ 
ビをつないで、本機の入力を roPT 」 に切り操えてください。 rrv 」 に切り換えてちテレビ 
の音声は聞こえません。また、本機の設定を変えるとより快適に使えます。 ropT 入力 
でテレビ音声を楽しむための便利な機能」 （30 ページ)をご覧ください。 

どちらの場合も、テレビ側の音声出力設定も確認してください。 

3. 聞きたい機器で再生を始める 

〇再生前に接続機器の音声出力設定を確認する。 

音声びマルチチャンネル音声フォー マツ ト （Dolby Digital、DTS など)で出力 
されるよラに、あ5かじめ接続機器を設定してください (32 ページ)。詳しく 
は、機器に付属の取扱説明書をご覧ください。 

©再生を始める。 

入力された音声信号にしたびってプ□セツサーの DECODE MODE ランプび 
点好します (32 ページ)。希望の音声フオーマツトになっているか確認してく 
ださい。 


テレビ 



機器を再生ずるとさのごま意 

• プルーレイディスクや DVD の映画などの場合、機器び次の状態では本機の DECODE 
MODE ランプび正確に点なしないことびあります。「再生」状態にして確認してくださ 
い。 

-早をりや早戻し中 

-本編(がのメニュー画面などの表 TIC 中 

• 機器を再生するとテレビに映像は出ますび、音声はテレビから出力されません。 

• 機器とプ□セツサーを HDMI 接続している場合は、 SACD や DVD オーディオディスクの 
音声を本機で再生でさません。 

• 入力された音声フォーマツトびリニア PCM2ch/5.1ch/7.1ch の場合は、プロセッサー 
の DECODE MODE ランプび点灯しません。 


(次のページへつづ <) 


操巧 
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4 •ベッドホンを装着する 

ちイヤーパッドをち耳に、左イヤーパッドを左耳にあわせ、フ U —アジャスト 
バンドび頭の上に付くよラにへッドホンを垂直にかけます。へッドホンをかけ 
ると、自動的に電源び入り、ちイヤーパッドの POWER ランプび緑色に点灯し 
ます。（オートパワーオン機能） 



をち識別用突起 


ごま意 

へッドホンは、電波び届く範囲 (39 ページ）でお使いください。 

をヒント 

• プ□セッヴーびスタンバイ状態のときにヘッドホンを装着すると、自動的にプ□セッ 
サーの電源も入ります。 

• 音切れするなど通信び不安定な場合は、プ□セッヴーの RFCHANNELAUTO/MANUAL 
スイッチを MANUAL に切り換えて、1/2/3スイッチを動かして適切なチヤンネルを探し 
てください (25 ページ)。 

5•音量を調節ずる 


操作の目印用ち起 



ごま意 

映画の音声を聞く場合、静かなシーンで音量を上げすぎて、急な爆発シーンなどで耳を痛 
めないよラご注意ください。 
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6 •巧みの音場モードを選ぶ 

設定について詳しくは r 音場モードを切り換える （EFFECT ボタン)」 （33 ぺージ) 
をご覧ください。 


プ□セツサー 接続機器 



テレビ 




CINEMA 一 GAME 一鑑顧一實ロフ） 


おほいになつたあとは 


〇へッドホンをはずす。 

約1秒後、自動的にヘッドホンの電源び切れます。（オートパワーオフ機能) 
©プ□セッサーの l/Cl)( 電源)スイッチを押す。 

1/の(電源)ランプの色び緑か5オレンジ色に変わって本機びスタンバイ状態 
になり、テレビか5機器の音声び出ます。 



ごま意 

• ヘッドホンをはずず前にプ□セッサーから AC パワーアダプターをはずすと、雑音び入る 
ことびあります。 

•ヘッドホンを使わないときは、オートパワーオン機能び働かないよラに、ヘッドホンの 
フリーアジャストバンドび下びった状態で保管してください。 


(次のページへつづ <) 


操巧 
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本機の 節電 機能について 

長く使わないときや一時的に使わないとをなど、必要に応じて、消費電力を抑 
えることびでをます。 

• 次の場合、プ□セッサーびスタンバイ状態に切り換わります。 

-へッドホンの PROCESSOR POWER ボタンを押した場合 
-へッドホンをはずしたまま5分間たった場合 
• 次の場合、プ□セッサーの電源び切れ、すべてのランプ表示び消丹します。 
このとき HDMI 出力信号の伝送も止ま0ます。また、ヘッドホンの 
PROCESSOR POWER ボタンからは電源を入れることびできません。プ□セッ 
サーの l / Cl )( 電源)スイッチまたは HDMI 機器制御による電源オンのみ有効で 
す。 

-プ□セッヴーび電源オンまたはスタンバイの状態で、1/む(電源)スイッチ 
を 3 秒間押した場合 

-プ□セッヴーとヘッドホンび電源オンの状態で、本機の操作を巧わず、さ 
5 に選ばれている入力に音声び 30 分上入力されない場合 

OPT 入力でテレビ音青を楽しむための便利な機能 

CTRL HDMI スイッチび 「 MODEI 」 のときに、テレビ側の操作で65デジタル^ 
地上デジタルなどのよラに放送を切り換えると、機器連動によって通常本機の 
入力は自動的に [ TV 」 に切0換わ0ます。しかし、テレビび ARC 非対応の場合な 
ど、本機の rOPT 」 入力でテレビの音声を聞いているときでわ同様に [ TV 」 に切り 
換わるため、そのままではテレビの音声を聞くことびでさません。 

そのよラな場合は、 「 OPT 」 入力を [ TV 」 入力として設定して、入力の連動切換に 
対応することびできます。 

本機の INPUT ボタンで rOPT 」 を選んだあと、再び INPUT ボタンを5秒 
間巧したままにする。 

INPUT ランプ表示び 「 OPT 」 から rrVOPT 」 に変わります。 

roPT 」 入力を選ぶたびに、 rrv 」 と roPT 」 両方の INPUT ランプび点丹するよ 

ラにな0ます。元に戻すには、ちラー度同じ操作をしてください。 

を ヒント 

この機能は CTRL HDMI スイッチび rM0DE2 」 のときにも有効です。 
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HDA / U 機器を便利に使ラ 

HDMI 機器制御機能（"ブラビアリンク"）に対応しているソニー製品を HDMI 
ケーブルでつなぐと、下記のよラに機器を連動操作でさます。 

"ブラビア U ンク"は、 HDMI 機器制御を搭載したソニーのテレビやブルーレイ 
ディスクレコーダー、 AV アンプ(シアターラック）などび対応しています。 
HDMI 機器制御は、 CEaConsumerElect の nicsCont の I )で使用されている、 
HDMI ( High-Definition Multimedia Interface ) のための相互制御機能の規格 
です。 

ブルーレイディスクなど接続機器を楽しむ(ワンタッチプレイ） 

(CTRL HDMI スイッチび rM 0 DE 1」/ rM 0 DE 2」 の場合に有効） 

接続機器を再生すると、テレビの電源び自動的に入り、本機はスタンバイ状態 
のまま、テレビから音声と映像び出力されます。また CTRL HDMI スイッチび 
「 M 0 DE 1」 のとさは、テレビのスピーカー設定びオーディオシステムに設定さ 
れていれば、本機の電源び入って本機か5機器の音声び出ます。 

ごま意 

テレビによっては、コンテンツの開始部分び出力されないことびあります。 

テレビの音声を本機で楽しむ(システムオーディオコント□ール) 

に TRLHDMI スイッチび 「 MODEI 」 の場合に有効） 

• テレビのスピーカー設定びオーディオシステムに設定されていれば、本機の 
電源を入れると本機か5テレビの音声び出ます。 

• 本機をスタンバイにすると、テレビのスピーカーか5音声び出ます。 

• 本機の電源び入っているとをに、音声出力をテレビのスピーカーに切り換え 
ると、本機か5音び出なくなります。 

詳しくはお使いのテレビの取扱説明書をご賣ください。 

テレビと本機、接続機器の電源を切る(電源オフ連動） 

(CTRL HDMI スイッチび rM 0 DE 1」/ rM 0 DE 2」 の場合に有効） 

テレビの U モコンでテレビの電源を切ると、本機と接続機器の電源わ連動して 
切れます。本機は1/む(電源)ランプの色び緑か5オレンジ色に変わり、スタン 
バイ状態になります。 

テレビに連動して入力を切 D 換える(接続機器選択） 

(CTRL HDMI スイッチび rM 0 DE 1」/ rM 0 DE 2」 の場合に有効） 

テレビの画面か5本機につないだ接続機器を選ぶと、本機の入力を、機器をつ 
ないでいる HDMI 入力に切り換わります。 
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接続機器の音声出力設定について 

機器のデジタル音声出力を「ドルビーデジタル」や 「 DTS 」、「 AAC 」 び出力される 
ように設定してください。他にもマルチチャンネル音声を出力するための設定 
び必要な場合びあります。詳し<は、機器に付属の取扱説明書をご覧<ださい。 

Sony 製機器の設定例* 

•ブルーレイデイスクプレーヤ ー:「 BD 音声 MIX 設定」を「切」、「ドルビーデジタル」を「ド 
ルビーデジタル」、 「 DTS 」 を 「 DTS 」、「 AAC 」 を 「 AAC 」 に設定 
• ブルーレイデイスクレコーダー： 「 BD 音声出力」を「ダイレクト」、「ドルビーデジタル」を 
「ドルビーデジタル」、 「 DTS 」 を 「 DTS 」、「 AAC 」 を 「 AAC 」 に設定 
• 液晶テレビ: r デジタル音声出力設定」を r オート1」または「オート2」に設定 
* 2012年6月現在。 

さらに詳細な手順やその他の機器の設定については、ホームページの動画でちご紹介して 
います。 

http :// www . sonyjp / headphone/produc じ/ MDR - DS 7500/ 

DECODE MODE ランプについて 

接続機器か5入力された音声フォーマットの種類を本機び自動半 I 」別して点灯し 
ます。機器で再生を始めた5、希望する音声フ ォー マットになっているかどラ 
か必ず確認してください。希望通りの音声フォーマットにな5ない場合は、上 
記 r 接続機器の音声出力設定について」をご賣になり、機器を設定し直してくだ 
さし、。 



点巧ずるランプ 入力された音青フォーマツトの種類 

Dolby HD Dolby TrueHD * 

Dolby D + Dolby Digital Plus * 

Dolby D Dolby Digital、Dolby Digital EX 

DTS-HD MSTR DTS-HD Master Audi 日* 

DTS-HDHI RES DTS-HD High Resolution Audio * 

DTS DTS . DTS - ES . DTS 96/24. DTS Express 

AAC MPEG 2 -AAC 

消む** リニア PCM 2 ch /5.1 chV 7.1 ch * 


* HDMI 入力のみ。 

音声信号び入力されていない場合ちランプは消なします。また機器の再生状態によって 
もランプび点なしない場合びあります。 r 機器を再生するとをのご注意」 （27 ページ)をご 
覧ください。 


32 liia 









音黃効まを切り換える 


音場モードを切り換える (EFFECT ポタン） 

プ□セツサーの EFFECT ボタンを繰り返し巧す。 

巧すたびに、下記のよラに音場モードび切り換わりプ n セツサーのランプび 
点灯します。お好みのモードに設定してください。 



点灯する EFFECT ランプ 

音 場 モードと適した入力音源 

CINEMA 

包まれ感や、各チャンネルの自然なつなびり、自然な音質(特 
に台詞)を重視した設定。 

音の良い最新の映画館のぶラな適度なにさをちつヴラウンド 
音場を楽しむことびできます。 

映画に適しています。 

GAME 

くっさりとした音儘定位や、明確な方向感の再現を重視した 
設定。 

マルチチャンネルサラウンドのゲームなどで臨場感あふれる 
プレイを楽しむことびでをます。 

ゲーム(特にマルチチャンネル音源)に適しています。 

VOICE ( STEREO ) 

話し言葉の聞を取りやすさを重視した設定。 

CINEMA や GAME のバーチャルサラウンドとは異なり、通常 
のステレオ音声です。 

ニュース番組などに適しています。 

消な(オフ） 

通常のへッドホン再生。 

ごま意 


入力された音声信号によっては、音場モードによって再生音量の違いび生じることびあり 
ます。 
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マトリクスデコーダーを切り換える ( MATRIX ボタン） 

音場モードが rCINEMA 」 またはに AME 」 のときに、プ□セツサーの 
MATRIX ボタンを繰り返し巧す。 

押すたびに、下記の順でマト U クスデコーダーび切り換わりプ□セツサーの 
ランプび点好します。お好みのモードに設定してください。 



ごま意 

入力されている音声フオーマツトの種類によって、選べないマト U クスデコーダーびあり 
ます。 

点灯ずる MATRIX ランプ 

音声処理の種類と効果 

Dolby PLIIz 

ドルビープロロジック llz の音声処理を行います。2ホ、 5.1 ch 
または 7.1 ch の入力音声を、フ□ント A イチヤンネル ( L / R ) を 
含む 7.1 かサラウンドで再生します。 

Dolby PLIIx 

ドルビープ□□ジック llx の音声処理を行います。 2 ch または 
5.1 ch の入力音声を、ヴラウンドバックチヤンネル ( L / R ) を含 
む 7.1 ch サラウンドで再生します。 

NE 0;6 

DTSNE 0:6 の音声処理を巧います。 2 ch の入力音声を、サラ 
ウンドバックチヤンネル ( L / R ) を含む 7.1 ch サラウンドで再生 
します。 

消む(オフ） 

マト U クスデコーダーは動作しません。 
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ダイナ S ックレンジの広さを切 0 換える 
(COMPRESSION ボタン） 


プ□セツサーの COMPRESSION ボタンを巧す。 

押すたびにオン/オフび切り換わります。 



COMPRESSION ランプのげ態 再を音の効果 


点な(オン） 

EFFECT 機能で選んだ音場モード(消な時を含む)にお 
いて、爆発音のよラな大きな音をルさく、会話などの 
ルさな音を大きくすることにより全体的に聞きやすく 
します。 

映画やクラシック音楽など、ダイナミックレンジの広 
い音声信号に巧して効果的です。 

消な(オフ） 

EFFECT 機能で選んだ音場モードになります。 
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3 COMPRESSION ボタンを巧 
ず。 


映像と音声のずれを調節 
ずる ( A/V sync 設定） 

映像び音声よりわ遅れている場合、 
映像に合ラよラに音声を調整でさま 
す。 


表示とレベルの目ま 

0( 遅延なし)か 530 段階で、遅延量 
を調整でさます。1段階で約1/100秒 
の遅延量び発生します。 
□□□□□:〇循延なし、初期値) 

I - 1 I - 1 I - 1 I - 1 .1 h 

I — I I — I I — I j 1 つ 

国国国ロロ： 13 〜 18 

I - 1 :19 24 

〜 30 


1 プ□セツヴーの 

COMPRESSION ボタンを3秒 
LU 上巧す。 

A/V sync ランプび点滅します。 

2 +ボタンまたはーボタン、 
CANCEL ボタンを巧して調整す 
る。 

+ボタン ( MATRIX ボタン） 

押すたびに、音声出力の遅延量び 
増加します。 

-ボタン ( EFFECT ボタン） 

押すたびに、音声出力の遅延量び 
減少します。 

CANCEL ボタン ( INPUT ボタン） 

調整前の遅延量に戻します。 
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ぺツドホンか6操作ずる 

セジターレベル/ 

サブウーファーレベル調整 

音場モードびに INEMA 」 に AME 」 の 
と舌のみ有効です。 

CENTER LEVEL ボタン 

映画のセ I 」フやスポーツ番組のお説 
などの音量を調節したいとさに巧し 
てください。巧すごとに音量レベル 
び変わ0ます。プ□セツサーの 
CENTER / LEVEL ランプびレベルを 
表 7 JT します。 


LFE LEVEL ボタン 

サブウーファーチャンネルの音量を 
調節したいとさに押してください。 
押すごとに音量レベルび変わりま 
す。プ□セツサーの LFE / LEVEL ラン 
プびレベルを表示します。 




プロセッサー操作 


プ□セ ツサ ーの ボタンと同じはた5 
さです。 


PROCESSOR POWER ボタン 

プ□セツサーの電源を入/スタンパ’ 
イします。プ□セツサーを一時的に 
使わないとをなどに便利です。 



EFFECT ボタン 

音場モードを切り換えます (33 ペー 
ジ)。 



(次のページへつづ <) 
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INPUT ボタン 

本機の入力を切り換えます (26 ペー 
ジ)。 



プロ七ッヴーの文字表示 
を消ず 

( DISPLAY スイツチ） 


プ□セツ サーの DISPLAY ス イツ 
チを切り換える。 

ON 

プ□セツサーの電源び入つている 
とさは、前面のランプと文字表示 
び点好します。 

OFF 

電源政外のランプ表示び消丹し 
て、本機を操作したとさのみプロ 
セツヴー前面のランプと文字表示 
び3秒間点好します。 
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顧その他 


へッドホンか S ビープ音び聞 
こをるとをは 

プ□セッサーの電源び入っていない 
か、電波の届く範囲か5離れてへッ 
ドホンの受信状態び悪くなると「ピッ 
ピッピッ…」といラビープ音び聞こえ 
ます。ビープ音び聞こえた5プ□セッ 
サーの電源を入れるか、プ□セッサー 
に近づいて電波の届 < 範囲でお使い 
<ださい。 

プ□セッサ ーに 電源び入っていて、 

プ□セッサーに近づいてをビープ音 
び止ま5ない場合は、 2.4 GHz 帯の 
無線周波数を使用する無線機器や電 
テレンジか5発生する電磁波などの 
影響を受けている可能性び考え5れ 
ます。政下の対応方法をお試しくだ 
さい。 

• 本システムの周波数チャンネルの 
設定 (25 ページ)を 「MAN UAU に 
してお使いのとさは 、 RF 
CHANNEL 1/2/3スイッチで影響 
のかないチャンネルに切り換える 
か 、 RFCHANNEL AUTO / 
MANUAL スイッチを 「 AUTO 」 に切 
り換える。 

• プ□セッヴーの位置を変える。 

• 2.4 GHz 帯の無線周波数を使用す 
る無線機器や電子レンジなど、影 
響を与えている機器の位置を変え 
る。 


電波の届<乾囲について 

プ□セツサーか5の電波び届 < 範囲 

は、最大で約 30 m です。 

ご使用中に電波の届く範囲か5離れ 

たり、電波の状態び悪くなったりす 

ると、音び途切れることびあ0ます。 

ごま意 

• このシステムは 2.4 GHz 帯の周波数を使 
用しているため、障害物で電波びさえざ 
られた場合は音びとざれることびありま 
す。この現象は電波の特曲こよるもの 
で、故障ではありません。 

• プ□セツサーの位置やお使いになる場所 
の状況により聞こえかたび異なります。 
なるべく聞こえやすい位置でお使いにな 
ることをおすすめします。 

• 他の 2.4 GHz 帯の周波数を使巧する無線 
機器や電子レンジなどを併用すると音声 
び途切れることびあります。 

音の特性について 

• 音楽 CD のよラに映像を伴わない 
ソースの場合、音の定位びわか0 
にくいことびあ0ます。 

• 本システムは人間の平均的な 
HRTF # (頭部伝達関敦)をシ S ユ 
レートしていますび、 HRTF には個 
人差びあるため効果の感じかたは 
人により異なる場合びありまず。 

* Head Related Transfer Function の略 
です。 
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へツドホンを増設して楽しむ 


本システムでは、別売りの専用ワイヤレスへッドホン ( MDR - RF 750 0) を増設す 
ることで、ワイヤレスの音声を複数の人で同時に楽しむことびでさます。 

受信ェ U ア内であれば、ワイヤレスへッドホンを複数台使巧できます。 



ごま意 

本システムは、独自の 2.4 GHz デジタル伝送ち式を採巧しているため、専用ワイヤレスへツ 
ドホンし乂外は使用でをません。 

へツドホンを増設するとをは 

プ□セツヴーには固有の ID び設定されています。別売りの専用ワイヤレスへツ 
ドホン (MDR-RF 750 0) を増設する場合は、プ □ セツサーの ID を増設するへツ 
ドホンに登録する必要びあります。 

登録にはプ n セツサー/へツドホンそれぞれの ID SET ボタンを使います。 
詳しくは、別売りの専用ワイヤレスへッドホン (MDR-RF 750 0) に付属の取扱説 
明書をご覧ください。 



40 


その化 









イヤーパッドは消耗品です。ミちれたり破損した場合は、下記の手順を参照して 
イヤーパッドを交換してください。このイヤーパッドは市販されていませんの 
で、ソニーの 相談窓口、またはお買い上げ店にご相談ください。 

1古くなつたイヤーパッドをはずす。 



2イヤーパッドをへッドホンのが周にをねせるよラにはめ込む。 



41 




本機を廃棄する 


鶴 

Li-ion 


機器に内蔵されている充電式電池はリサイクルできます。この 
充電式電池の取りはずしはお客様自身では行わず、「使いち相 
談窓口」にご相談<ださい。 （ r 使い方相談窓□」の連絡先は裏表 
紙に記載されています。） 
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修理にお出しになる前に、ちラー度点検してください。それでち正確に動作しないとをは、 
お買い上げ店または、ソニーの相談窓□(裏表紙)にお問い合わせください。 

また、下記のホームページでも、機器との接続方法や音声出力の設定などについての詳し 
い情報を動画などでご紹介しています。 

http :// www . sonyjp / headphone / products / MDR - DS 7500/ 

症が 原因と対応のしかた 

音び出ない ープ□セッサーと AV 機器の接続を確認する。 

"►デジタル機器の光デジタル出力端デとプ□セッサーの日 PT OUT 
( THROUGH ) 端子をつないでいる。 

• プ □セッ ヴ ーの OPT IN 端子に つな ざ直す。 

INPUT ボタンで rOPT 」 を選択している場合は、つないだ機器の 
光デジタル出力設定び roFF 」 や r 切」になっていないか確認する。 
ープロセッサーにつないだ AV 機器の電源を入れ、再生を始める。 
ープロセッサーの電源を入れる。 

一 INPUT ボタンで、音声を聞きたい機器を正しく選んでいるか確 
認する。 

ープロセッサーの LINE IN ( L / R ) 端子に AV 機器のへッドホン端子を 
つないだとさは、つないだ機器の音量を上げる。 

今へッドホンを頭の上から垂圓こかけ直す。 

一へッドホンの音量を上げる。 

-►へッドホンの充電式電池び消耗しているので充電をする。充電 
をしてもへッドホンの POWER ランプび点口しない場合は、お近 
くのソニーの修理相談窓□にごネ目談ください。 

-► 増設したへッドホンにプ□セッヴーの ID び設定されていない。 

• へッドホンにプロセッサーの ID を登録する (40 ページ)。 

ープロセッサーにつないでいる機器の出力信号のサンプ U ング周 
_ 波数を32 kHz /44.1 kHz /48 kHz /88.2 kHz /96 kHz に設定する。 
( HDMI 端子に機器を- ► 認証を受けた HDMI ケーブルまたはソニー製の HDMI ケープルを 
つないでいる場合） 使用する。 

一善作権な護技術 ( HDCP ) により保護され、デジタル出力び禁止 
されているコンテンツ （ SACD や DVD オーディオディスクなど） 
を再生している。 

• 本機と光デジタル接続ケーブルまたはオーディオ巧接続コー 
ドで接続するか、テレビや AV アンプでお聞を<ださい。 

一本機に直接音声信号び入力されていない。 

• 本機の HDMI 入力を経由した接続にするか、 HDMI ではなく 
0 PT/LINE IN 入力にて本機と接続してください。 

-►订 RLHDMI スイッチび 「 M 日 DE 1」 のとき に、 テレビの"プラビ 
ア U ンク"で スピーカー 設定をテレビ スピーカーに 設定してい 
る。 

• 本機から音を出すには、テレビのスピーカー設定をオーディ 
オシステムに切り換えてください。 


じ 欠のページへつづぐ） 
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HDMI 機器制御閱連 


を:!犬 原因と巧応のしかた 

音ち映像を出ない -►認証を受けた HDMI ケープルまたはソニー製の HDMI ケープルを 

使用オる 

-► テレビから AV アンプ音声に切り換えるとをや、テレビで音声出 
力時にヘッドホンをかけたとさに、みしの間、黒画、無音にな 
ることは故障ではありません。 


本機でテレビの音声び一 ► 接続例1の方法でつないでいる場合 

聞こえない • テレビび ARC 対応の場合は、プロセッサーの CTRL HDMI ス 

イッチを 「 MODEi 」 に切り換えて、 INPUT ボタンで rrv 」 を選 
んでください。それからテレビの HDMI 機器制御および ARC 
設定をオン(入）にしてください。 

• テレビび ARC に対応していない場合は、プロセッサーとテレ 
ビをつないでいる光デジタル接続ケープル、またはオーディ 
才巧接続コードの接続を確認して<ださい。また、テレビの 
音声出力設定を確認してください。光デジタル接続ケーブル 
でつないでいる場合は、設定を変えるとより快適に使えます 
C rOPT 入力でテレビ音声を楽しむための便利な機能」30ペー 

ご？） 

-► 接続例2または3の方法でつないでいる場合 

• プ□セッサーとテレビをつないでいる光デジタル接続ケーブ 
ル、またはオーディオ用接続コードの接続を確認して<ださ 
し、。また、テレビの音声出力設定を確認してください。光デ 
ジタル接続ケーブルでつないでいる場合は、設定を変えると 
より快適に使えます （ roPT 入力でテレビ音声を楽しむための 
便利な機能」30ページ)。 

プ□セッサーの HDMI -► へッドホンから音び出ているときは HDMI OUT から音声信号び 
出力端モにつないだテ 出力されないため、テレビまたは AV アンプから音を出したい場 
レビまたは AV アンプ 合は、本機をスタンバイにする。 

から音び出ない_ 

AV アンプにつないだ-►接続例2の方法でつないでいる場合、 AV アンプにつないだ機器 
機器の音声び本機で聞 の音声は AV アンプまたはテレビでのみ聞くことびでをます。本 

こえない 機で聞くには、光デジタル接続ケーブル、またはオーディオ用 

接続コードで機器と本機をつないでください。 

CTRL HDMI スイッチ-►本機はテレビの U モコンからの音量調整には対応しておりませ 
は 「 MODEI 」 だび、テ ん。ヘッドホンのち側にある V 0 L つまみで音量を調整してくだ 
レビからへッドホンの さい。 

音量制御びできない_ 

HDMI 機器制御（"ブラ- ► AV アンプを併巧していなければ 、 CTRL HDMI スイッチを 
ビアリンク"）び使えな 「 M 0 DE 1」 にずる。本機の CTRL HDMI スイッチび rOFF 」 の場合 

い は HDMI 機器制御び動作しませんり3ぺージ)。また 「 M 0 DE 2」 

の場合は HDMI 機器制御び一部制限されます（13、31ページ)。 
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症が 原因と対応のしかた 

テレビの電源を入れて吟 CTRL HDMI スイッチび 「 MODEI 」 になっていない。 

ち、本機の電源び入ら-►テレビのスピーカー設定を確認して<ださい。本機の電源はテ 
ない レビのスピーカー設定に連動します。前回テレビの電源を切っ 

たとをに、テレビのスピーカーから音声び出ていた場合、テレ 

_ビの電源を入れただけでは本機の電源は入りません。_ 

電源オフ連動機能び働一►テレビの電源を切ると接続機器の電源び自動的に切れるよラ 
かない に、テレビの設定を変更する。詳し<は、お使いのテレビに付 

属の取扱説明書をご覧ください。 

テレビの電源を切る吟 CTRLHDMI スイッチび 「 MODEI 」 または rM 0 DE 2」 に設定され 
と、本機の電源び切れ ているとさは、電源オフ達動機能び働をます。テレビの電源を 
る 切ると本機の1/の(電源)ランプの色び緑からオレンジ色に変わ 

_り、スタンバイ状態になります。_ 

HDMI 機器制御びうま- ► HDMI 接続を確認する （13 ページ)。 

く働かない "►テレビの HDMI 機器制御の設定を行ラ。詳しくは、お使いのテ 

レビに付属の取扳説明書をご覧ください。 

-►接続機器び"ブラビア U ンク"に対応していることを確認する。 

"►接続機器の HDMI 機器制御設定を確認する。詳しくは、お使い 
の機器に付属の取掘説明書をご覧<ださい。 

-► 本機の HDMI 機器制御設定び正しくない。 

• 本機の他に AV アンプをつないでいませんか？ HDMI 機器制御 
では、 AV アンプとして動作ずる機器び1台しか接続できませ 
ん。本機のほかに AV アンプを接続する場合は、プ□セッサー 
の CTRL HDMI スイッチを 「 M 0 DE 2」 にしてお使いください。 

-► HDMI 機器制御の設定び変更されていない。 

• CTRL HDMI スイッチを切り換える前に AC パワーアダプター 
をつなぐと、スイッチの切り換えは反映されません。 AC パワー 
アダプターを抜いて5秋ほど待ち 、 CTRL HDMI スイッチを切 
り換えてから、ち ラー 度 AC パワーアダプターをつないでくだ 
さい。 


じ 欠のページへつづぐ） 

EMMIES 



—蔽 


症状 原因と巧応のしかた 


音びひずむ、 
とぎれとぎれになる 
(同時にノイズび 
出る場合ちある） 


一へッドホンの充電式電池び消耗しているので巧電をする。充電 
をしてちへッドホンの POWER ランプび点灯しない場合は、お近 
くのソニーの修理柜談窓□にご相談ください。 

-► プ□セッヴーとへッドホンの周辺に 2.4 GHz 帯の周波数を使巧 
する無線や電子レンジなどの機器びないか確認する。 

-► プ□セッヴーの位置を変える。 

-► INPUT ボタンで 「 ANALOG 」 を選択したときに症状び出る場合 
は、プロセッサーの ATT スイッチを r -8 dB 」 に切り換える。 

-► プ□セッサーの UNEIN ( L / R ) 端テに AV 機器のへッドホン端子を 
つないだとさは、つないだ機器の音量を下げる。 

-►本システムの周波数チヤンネルの設定を 「 auto 」 に設定してお 
使いのときは、自動的にチヤンネルび切り換わったときに音び 
途切れることびありますび、故障ではありません。 

-► プ□セッヴーにつないでいる機器の出力信号のサンプ U ング周 
波数を32 kHz /44.1 kHz /48 kHz /88.2 kHz /96 kHz に設定する。 


音びルさい 

-► INPUT ボタンで 「 ANALOG 」 を選択したときに症状び出る場合 
は、プロセッサーの ATT スイッチを rOdB 」 に切り換える。 

-► プ□セッサーの UNEIN ( L / R ) 端テに AV 機器のへッドホン端子を 
つないだときは、つないだ機器の音量を上げる。 

-►へッドホンの音量を上げる。 

雑音びをい 

-► プロセッサーとへッドホンの周辺に 2.4 GHz 帯の周波数を使巧 
する無線や電デレンジなどの機器びないか確認する。 

-► プ□セッサーの UNEIN ( L / R ) 端テに AV 機器のへッドホン端子を 
つないだとさは、つないだ機器の音量を上げる。 

一へッドホンの充電式電池び消耗しているので充電をする。充電 
をしてもへッドホンの POWER ランプび点なしない場合は、お近 
くのソニーの修理柜談窓□にご柜談ください。 

サラウンド効果び 
得られない 

-► 音場モードを 「 CINEMA 」 または [" GAME 」 に切り換える (33 ぺ一 
ジ、 

-►再生中の音声びマルチチャンネルの信号になっていない。 

• テレビや HDMI 機器の音声出力設定によっては、マルチチャ 
ンネル出力を 2 ch 信号などにダウン S ックスする設定になっ 
ている場合びありまず。その場合は、マルチチャンネル音声 
を出力するよラに機器の設定を変更してください。 

DECODE MODE 
ランプび点灯しない 

-►入力している音声フォーマットびリニア PCM 2 ch /5.1 ch /7.1 ch 
でおる。 

-► BD / DVD 機器(ゲーム機を含む)の音声出力の設定び 「 PCM 」 に 
なっている。 

• 再生する前にお使いの BD / DVD 機器の取掘説明書をご覧にな 
り、機器の音声びマルチチャンネル音声フォーマット (Dolby 
Digital 、 DTS など)で出力されるよラに設定してください (32 
ぺージ)。 

-► HDMI 入力のみに対応している音声フォーマットびあります (32 
ページ)。これらの音声を聞く場合は、 HDMI ケープルでつない 
で < ださい。 
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症が 

原因と対応のしかた 

MATRIX ランプ 
び点：なしない 

-► プロセッサーの音場モードび 「 CINEMA 」 またはに AME 」 になっ 
ていない。 

-►入力されている音声フォーマットの種類によって、選択できな 
いマト1」クスデコーダーびあります (34 ページ)。 

充電できない 、 CHG 
(充電)ランプび点滅 
する 

-►へッドホンと AC パワーアダプター、電源コンセントの接続を確 
認する。 

-► 充電式電池に劣化などの異常びある。 

• お買い上げ店またはお近くのソニーの修理相談窓□にご相談 
ください。 

一5む〜35での環境で充電していない。 

本磯の日 PT OUT 
( THROUGH ) 端子 
から信号び出力され 
ない 

ープロセッサーに電源びつなびれていない。 

• プ□セッヴーに電源をつないで<ださい。 

-► OPT IN 端モにつなびれた光デジタル機器び再生されていない。 

• つないだ機器を再生してください。 

OPT 入力時、 

二重音声の選択び 
でをない。 

( MAIN 、 SUB の音声 
び同時に聞こえる） 

-► LINE IN ( L / R ) 端テにアナ□グ音声出力をつないで、つないだ機 
器の方で聞をたい音を選んでください。 

ーテレビなどの接続機器側で設定でをる場合びあります。接続機 
器に付属の取扱説明書をご覧<ださい。 

警告音び鳴る 
「ピツピツピツ…」 

一へッドホンびプロセッサーからの電波を受信でをない。 

• 電波の届く範囲に移動する。 

• プ□セッヴーの電源を入れる。 

• プ□セッヴーと AC パワーアダプター、電源コンセントの接続 
を確認する。 

• 周波数チヤンネルの設定を 「 MANUAL 」 にしてお使いのとを 
は 、 RF CHANNEL 1/2/3スイッチで影響のみないチヤンネル 
に切0換えるか 、 RF CHANNEL AUTO / MANUAL スイッチを 
「 AUTO 」 に切り換える (25 ぺージ ’) 。 

• プロセッサーとへッドホンの周辺に 2.4 GHz 帯の周波数を使 
巧する無線や電モレンジなどの機器びないか確認する。 

• プ□セッヴーの位置を変える。 

プ□セツサーの ID を 
へツドホンに登録でき 
ない 

ープ□セッサーとへッドホンをでさるだけ近づける。 

ープ□セッサーの位置を蜜える。 

ープロセッサーとへッドホンの周辺に 2.4 GHz 帯の周波数を使用す 
る無線や電モレンジなどの機器びないか確認ずる。 

ープ□セッサーを2台お持ちの場合は、 D 登録をしないほラのプ 
□セッサーの電源を切る。 i / c !) (電源)スイッチを3破間巧すと電 
源び切れます。 
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使用上のごま意 


取り扱いについて 

• プ□セッヴ ー、 へッドホンを落としたり 
ぶつけたりなど強いショックを与えない 
でください。故障の原因となります。 

• プ□セッヴ ー、 ヘッドホンを分解した 
り、開けたりしないでください。 

設置について 

次のよラな場所には置かないでください。 

-直射日光びあたる場所や暖房器具の近< 
など温度び非常に高い所。 

-ほこりの多い所。 

-ぐらついた台の上や傾いた所。 

-振動のをい所。 

-風呂場など、湿気のをい所。 

付属の AC パワーアダプターについて 

• 必ず付属の AC パワーアダプター(極性統 
-形プラグ’」 EITA 規槪をお使いくださ 
し)。プラグの極||ホなど異なる製品を使ラ 
と、故障の原因になります。 



極性統一おプラグ 


• 電圧やプラグ極化び同じ AC パワーアダ 
プターでち、電流容量その他の要因で故 
障の原因になります。必ず付属の AC パ 
ワーアダプターをご使巧 < ださい。 

• AC パワーアダプターは容易に手び届< 
よラな電源コンセントに接続し、異常び 
生じた場合は速やかにコンセントから损 
いて < ださい。 

• AC パワーアダプターをご使用時は、 

下の点にご注意ください。 

- AC パワーアダプターを本棚や組み込 
み式キャビネットなどの狭い場所に設 
置しないで < ださい。 


-火災や感電の危険をさけるために、 

AC ノ くワーアダプターを水のかかる場 
所や湿気のある場所では使用しないで 
<ださい。また 、 AC パワーアダプター 
の上に花瓶などの水の入ったちのを置 
かないで < ださい。 

•長い間使わないときは、 AC パワーアダ 
プターをコンセントから扳いてくださ 
し)。コンセントから抜くときは、コード 
を引っぱらずに必ず AC パワーアダプ 
ター本体をつかんで撫いて<ださい。 

へッドホンについて 

まわりの人のことを考えて 

ヘッドホンは、音量を上げすざると音び列 
にをれます。音量を上げすざて、まわりの 
人の迷惑にならないよラに気をつけましよ 
ラ。 

雑音のをいところでは音量を上げてしまい 
びちですび、ヘッドホンで聞くとをはいつ 
ち、呼びかけられて返事びでをるくらいの 
音量を目まにしてください。 

機器認定について 

本機は、電波法に基づ<ル電カデータ通信 
システムの無線設備として、認罰を受けて 
います。従って、本機を使用するとをに無 
線局の免許は必要ありません。 

ただし、政下の事項を行ラと法律に罰せら 
れることがあります。 

• 本機を分解/改造すること 
• 本機に貼ってある証明ラベル対まびすこ 
と 
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周放数について 

本機は 2.4 GHz 帯の2.400 GHz から 
2.4835 GHz まで使用でをますび、他の無 
線機器ち同じ周波数を使っていることびあ 
ります。他の無線機器との電波干渉を防止 
するため、下記事項に注意してご使用くだ 
さい。 


お手入れのしかた 

磯器の列装の汚れは、柔らかい巧でから拭 
きしてください。巧れびひどいときは、ラ 
すい中性洗剤溶液でしめらせた巧で拭いて 
<ださい。シンナー、ベンジン、アルコー 
ルなどは表面の仕上げをいためるので使わ 
ないで < ださい。 


本機の使用上のま意事項 

本機の使用周波数は 2.4 GHz 帯です。この 
周波数帯では電モレンジ等の産業•科学-医 
療用機器のほか、他の同種無線局、工場の 
製造ライン等で使用される免許を要ずる移 
動体識別用構内無線局、免許を要しない特 
定のル電力無線局、アマチュア無線局等(政 
下 r 他の無線局」と略す)び運巧されていま 
す。 

1. 本機を使用ずる前に、近くで r 他の無線 
局」び運用されていないことを確認して 
ください。 

2. 万一、本機と r 他の無線局」との間に電 
波干渉び発生した場合には、速やかに 
本機の使用場所を変えるか、または磯 
器の運用を停止(電波の発射を停止）し 
てくださし、。 

3. 不明な点その他お困0のことび起さた 
とさは、ソニーの相談窓□までお問い 
合わせください。ソニーの相談窓口に 
ついては、本取扱説明書の裏表紙をご 
覧ください。 


r ~ — -\ この無線機器は 
I ^ -4 U 〇 4 I 2.4 GHz 帯を使用しま 
L _ _ _ J す。変調方式として 
DS-SS 変調ち式を採用 
し、ち干渉距離は 
40 m です。 


異常や不具合が起きた6 

. 万一異常や不具合び起をたり、異物び中 
に入ったとをは、すぐに電源を切り、お 
買い上げ店またはソニーの修理相談窓 □ 
にご相談ください。 

• お買い上げ店またはソニーの修理相談窓 
□にお持ちになる隙は、必ずヘッドホ 
ン、プ□セッサー、 AC パワーアダプター 
を一緒にお持ち < ださい。 
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保証書と 7 フタ-サ-ビス 


まな仕様 


偏圧書 

• この製品にはな証書び添付されています 
ので、お買い上げの際にお受け取りくだ 
さい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確か 
めのラえ、大切に保存してください。 
•保証期間は、お買い上げ曰より1年間で 
す。 

アフターサービス 

調子び悪いとをはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べ 
<ださい。 

それでも具合の悪いときは 

ソニーの相談窓□、またはお買い上げ店に 
ご相談ください。修理をご依頼の隙は、付 
属の AC パワーアダプターを本体と一緒に 
お持ち < ださい。 

保証期間中の修理は 

保罰書の記載内容に基づ’いて修理させてい 
たださます。詳しくは保証書をご覧くださ 
い。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご 
要望により有料修理させていただをます。 

部品の保有期間について 

当社ではデジタルサラウンドへッドホンシ 
ステムの補修用性能部品(製品の機能を維 
持するために必要な部品)を、製造打ち切 
り後6年間な有しています。ただし、故障 
の状況その他の事情により、修理に代えて 
製品交換をする場合びありますのでご了承 
<ださい。 


プ□セツサー DP - RF 7500 

デコーダー機能 

Dolby TrueHD 
Dolby Digital Plus 
Dolby Digital 
Dolby Pro Logic Hz * 
Dolby Pro L 日 gic Hx 
DTS-HD Master Audio 

DTS-HD High Resolution 
Audio 

DTS 96/24 

DTS-ES 

DTS 

DTS Neo : 目 
MPEG -2 AAC 
リニア PCM 5.1 ch /7.1 ch 

* 本製品の Dolby Pro Logic nz 機能は、 
へツドホンからのバーチャル再生にの 
み対応しています。 

バーチャルサラウンド機能 
OFF 

CINEMA 

GAME 

VOICE ( STEREO ) 

コンプレツシヨン機能 

OFF 

ON 

センター/ LFE レベル調整機能 
5段階 
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変調方式 DSSS 

搬送波周波数 

CH1 ： 2.412 GHz 
CH2:2.438GHz 
CH3： 2.464 GHz 

到達距離見通し最長約 30 m 
伝送周波数帯域 

12 Hz 〜24,00日 Hz (デジタル 
入力時、サンプリング周波数 
48 kH 之時） 

ひずみ率 1 %U (下 (1kHz) 

入力端子 HDMKHDMI® コネクター) 

X 3 

光询型 ）XI 

ステレオピンジャック XI 
出力端子 HDMKHDMI® コネクター) 

XI 

光(角型 ）XI 

電源 DC 12 V(付属の AC パワーア 

ダプ ターを 使用） 

最大が形寸法 

約 252 X 3 目 X 159 mm 
(幅/高さ/奥行を） 

質量 約480 g 

HDMI 部 

コネクター HDMI® コネクター 
ビデオ入出力 

HDMI IN 1/2/3, HDMI OUT: 
640 X 480 p . 59.94/60 Hz 
720 X 480 p 、59.94/60 Hz 
1280 X 720 P 、59.94/60 Hz 
1920 XI 080し 59.94/60 Hz 
1920 xi 080 p 、59.94/60 Hz 
720 X 576 p 、50 Hz 
1280 X 720 p 、50 Hz 
1 の OX 1080し 50 Hz 


1 の OX1080P、50 Hz 
1280X720P、29.97/30 Hz 
1920 X1080p、29.97/30 Hz 
1280X720p、23.98/24 Hz 
1920X1080p、23.98/24 Hz 
Deep Color：30bit/36bit 
ビデオ入出力 GD) 
1280X720P、59.94/60 Hz 
Frame packing 州 e-by- 
SidefHalfXOver- 
Under(Top-and-Bottom) 

1920 X 10801 59.94/60 HZ 
Frame packing, Side-by- 
Side(Half), Ovei"- 
Under(Top-and-Bottom) 

1 の 0xi080p 59.94 / 目 OH 之 
Side-by-Side(Half), 

Ove 卜 Under(Top-and- 
Boltom) 

1280 x720p50Hz Frame 
packing, Side-by-Side(Half), 
Ove 卜 Under(Top-and- 
Bo け om) 

1920X10801 50Hz Frame 
packing, Side-by-Side(Half), 
Ove 卜 Under(Top-and- 
Boltom) 

1920X1080p 50Hz 
Side-by-Side(Half), 

Ove 卜 Under(Top-and- 
Bottom) 

1 の OX1080p23 .弓 8/24H 之 
Frame packing, Side-by- 
Side(Half), Ovei"- 
Under(Top-and-Bottom) 

1920 X 1080 P 29.97/30 HZ 
Frame packing, Side-by- 
Side(Half), Ovei"- 
Under(Top-and-Bottom) 

じ欠のぺージへつづぐ） 
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1280X720p 23.98/24 Hz 
Frame packing, Side-by- 
Side(Half), Ovei^- 
Under(Top-and-Bottom) 
1280 X の Op 29.97/30 Hz 
Frame packing, Side-by- 
Side(Half), 〇乂己卜 
Under(Top-and-Bo 订 om) 
Deep Color ： 30bit/36bit 

へッドホン MDR - RF 7500 

再生周波数帯域 

5 H 之〜 25,000 Hz 

電源 内蔵 U チウムイオン充電式電 

池 

質量 約 325 g 

同捆品 

プ □ セッサー （ 1) 

へッドホン （ 1) 

AC パワーアダプター(ヘッド 
ホン用、 6V)C1) 

AC パワーアダプター ( プ □ 

セッサー用、 ]2V)(1) 

光デジタル接続ケープル 
(光角型プラグ* H ■►光角型プ 
ラグ、 1.5 m ) Cl ) 

スタートアップガイドり） 

U ファレンスガイド(本書） 

( 1 ) 

保話書 （1) 

その他印刷物一式 


推奨アクセサリー 

HDMI ケープル 

Dl_C-HE7HF(0.7m )、 

Dl_C-HE10HF(1.0m )、 

DLr - HE 15 HF (1.5 m )、 


D 1_ C - HE 3 日 HFG . Om ) 

オーディオ用接続コード 

RK - C 310(1.0 m )、 

RK - C 315 C 1.5 m ). 
RK - C 320 C 2.0 m )、 

RK - C 330 C 3.0 m ) (ピンプラグ 
ピンプラグ X 2)、 

RK - G 129 C 1.5 m ) (ステレオ S 
ニプラグ'^~^ピンプラグ><2) 
光デジタルセレクター 
SB - RX 100 P 
光デジタル接続ケーブル 

POC -5 AC 0.5 m )、 

P 0 C -1 日 A (1.0 m )、 
POC -15 A (1.5 m )、 
POC -20 A (2.0 m )、 
POC -30 A (3.0 m )、 
P 0 C -5 DSA 値 5 m )、 

POC -1 日 DSAd.O m )、 
POC -20 DSA (2.0 m )、 

POC -30 DSA (3.0 m ) 

(光角型プラグ'^光角型プ 
ラグ)、 

P 0 C -5 AB の.5 m )、 
POC -10 ABC 1.0 m )、 
POC -15 ABC 1.5 m )、 
POC -20 ABC 2.0 m )、 
POC -30 ABC 3.0 m ) 

(光角型プラグ'^光 S ニプ 
ラグ） 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告 
なく変更することびありますび、ご了承く 
ださい。 


DLC-HE20HF(2.0m )、 
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ブラビアリンクガイドページ 

ブラビアリンクの接続や対応磯器などに関する情報は、下記ホーム 
ページで確認でをます。 
httpy/www.sonyj p/bra via I i n k/ 


製品登録のおずずめ 

ソニーは、製品をご購入いただいたお客様のヴポートの充実を図るため、 
製品登録をお願いしております。詳しくはウェブ上の案内をご覧ください。 

パソコンか5 

ht;tp://www.sony.co.jp/avD-regi/ 

携帯電話から 

2次元コード対応の力^ラつを携帯電話の読み取り磯能で 
ご利用 < ださい。 

http://reg.msc.m.sony.jp/avp/ 



票 55 ミ?@遵誓這著具音付時間などは http://www.sony.jp/support/ 
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